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が， 中央部でも次々と分岐が生以 全体的には増殖活性の菌糸内一様分布が hanging-drop
culture により認められた。 放射性核酸塩基の取り込み， 核酸合成もオートラジオグラムの結
果，菌糸内でほぼ一様であづた。液内培養のパノレフ。状菌糸では平均令を用いて解析しでも大過な
いものと結論された。
論文の審査結果の要旨
との論文はクロカピの酸d性フ。ロテアーゼ生産を対象として誘導，抑制および生産持続性の諸関
係を mRNAの挙動を中心として一貫した動力学的モデノレに対応する解析を行ない，その適合性
を生理学的ならびに速度論的に立証したものであり，単に酸性プロテアーゼの生産制御に対して
基礎的知見を与えただけでなく広く醗酵生産の動力学的ならびに生化学的知見に重要な寄与をな
Lたもので博士論文として価値あるものと認める。
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